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開催日：2022年5月17日（火）

2022年5月17日にアナリスト・機関投資家の方々を対象とした
「2022年３月期決算・長期ビジョン及び第11次中期経営計画 説明会」を
開催いたしました。
決算概要、業績予想、長期ビジョン及び第11次中期経営計画について
説明いたしました。
内容につきましては、次ページ以降に掲載しておりますのでご覧ください。

・2022年３月期決算
・長期ビジョン及び第11次中期経営計画 説明会
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・2022年3月期 決算説明資料
・長期ビジョン及び第11次中期経営計画

説明資料

2022年5月17日
サンワテクノス株式会社
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本資料取扱い上の注意点

• この資料には、当社の将来についての計画や戦略、業績
に関する予想見通しの記述が含まれています。

• これらの記述は、現時点における情報に基づき判断した
ものであり、マクロ経済や当社の関連する業界動向、
新たな技術の進展等により変動することがあり得ます。

• 従いまして、実際の業績等が記載の予想数値と異なる
可能性がありますことをご承知おき下さい。
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 2022年3月期 決算概要

 2023年3月期 業績予想

 長期ビジョン及び第11次中期経営計画策定について
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 2022年3月期 決算概要

 2023年3月期 業績予想

 長期ビジョン及び第11次中期経営計画策定について
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連結決算の概要について
（単位︓百万円）

前期 当期 増減額 対前年同期
増減率

売上高 134,769 154,414 19,644 14.6％

営業利益 2,152 4,804 2,652 123.2％

経常利益 2,567 5,195 2,628 102.4％
当期純利益
（※） 1,786 3,577 1,791 100.3％

1株当たり
当期純利益 113.23円 228.33円 115.10円 101.7％

・前年同期比で増収増益

【連結決算の概要について】
新型コロナウイルス感染拡大による各種制限が断続的に発出されたことで経済活動
の抑制が続いておりましたが、コロナ禍からの正常化が進んだことで内外需ともに
持ち直しが見られており、半導体関連業界や産業機械業界を中心に設備投資が積極
的に行われました。また、部材の供給不足による生産影響を考慮した先行手配など
もあり、需要は総じて高い水準で推移いたしました。

（※）親会社株主に帰属する当期純利益

過去最高
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【増減要因】

【日本】
◇産業機械業界向けの電機品、制御機器及び
電子部品の販売が増加
◇半導体関連業界向けの電機品、電子機器、
コネクタ及び搬送装置の販売が増加
◇FPD関連業界向けの搬送装置の販売が減少

【アジア】
◇産業機械業界向けの電子部品の販売が増加
◇半導体関連業界向けの電機品及び電子部品
の販売が増加
◇太陽光関連業界向けの電機品の販売が増加

【欧米】
◇産業機械業界向けの電子部品の販売が増加
◇生活用品業界向けの設備機器の販売が増加
◇輸送費高騰の影響を大きく受け営業損失

721890

※セグメント間の内部売上高又は振替高を除いた売上高で表示しております。

前期
増減率

3.1%

47.4%

41.0%
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【増減要因】

【電機部門】
◇産業機械業界向けの電機品及び制御機器
の販売が増加

◇半導体関連業界向けの電機品の販売が増加
◇太陽光関連業界向けの電機品の販売が増加

【電子部門】
◇産業機械業界向けの電子部品の販売が増加
◇半導体関連業界向けの電子部品、電子機器
及びコネクタの販売が増加

◇OA機器関連業界向けの電子部品の販売が
増加

【機械部門】
◇半導体関連業界向けの搬送機器の販売が増加
◇生活用品業界向けの設備機器の販売が増加
◇FPD関連業界向けの搬送機器の販売が減少

134,769

154,414

34.7%

11.7%

△4.4%

前期
増減率
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2,567

5,195

分類 1

△24

22/3月期
経常利益

営業外 減
販管費 増

※総利益（2,073）算出方法＝「当期売上高増加額」 (19,644百万円) ×「前期利益率」 (10.6%)

（連結）2022年3月期 経常損益分析

2,073

2,475
△1,896

（単位︓百万円）
経常利益（2,628百万円）

21/3月期
経常利益 総利益 増

・営業活動再開に伴う販管費増
・売上高増加、輸送費高騰による
荷造運搬費増

・為替変動(円安)による販管費増

売上総利益率
改善による増加
(有償支給除外による
売上高減少を含む)

売上高増加による
総利益の増加
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 2022年3月期 決算概要

 2023年3月期 業績予想

 長期ビジョン及び第11次中期経営計画策定について
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業績予想について （単位︓百万円）

【2023年3月期の見通し】
新型コロナウイルス用ワクチンや治療薬の普及によりコロナ禍からの正常化がより
一層進むことで、景気の回復が続くとみられます。しかしながら、新型コロナウイ
ルス変異株の出現や感染再拡大に対する各国政策による経済活動の制限、エネル
ギー価格の上昇、ウクライナ情勢の緊迫化の影響等により、景気に関する先行きは
不透明な状況が続くと見込まれます。

2022年3月期 2023年3月期
業績予想 対前期増減率

売 上 高 154,414 164,700 6.7％

営業利益 4,804 5,000 4.1％

経常利益 5,195 5,200 0.1％

当期純利益
（※） 3,577 3,600 0.6％

（※）親会社株主に帰属する当期純利益
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配当金の推移
（単位：円）
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 2022年3月期 決算概要

 2023年3月期 業績予想

 長期ビジョン及び第11次中期経営計画策定について
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以上のように、高い成長性・収益性・安定性を
求めて、経営に努力してまいりますので、今後も
一層のご支援を賜りたくお願い申し上げます。


